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美咲町議会だより美咲町議会だより

45

大きく育て美咲の子ども　将
みら い

来に向かって夢をつかめ

〈新企画〉どうなった？？あの質問
こんなことが決まりました
10議員が町政を問う
第5回議会報告会を開催します

主な内容
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町のシンボル的施設の調査

江与味の土砂崩れを復旧

ぶどう集出荷施設新設への補助

旭総合支所の耐震を調査

補
正
予
算

強い農業づくりへ交付金を決定
６月３日～１４日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など１７件の議案が上程されました。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に

２
，０
５
７
万
円
を
増
額

す
る
。

【
主
な
歳
入
】

☆
国
庫
支
出
金　

△
２
，２
２
６
万
円

☆
県
支
出
金 

８
５
８
万
円

☆
繰
越
金 

１
，１
８
２
万
円

☆
町
債   

１
，２
６
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

★
民
間
活
力
導
入
調
査
費

 

１
，２
１
０
万
円

★
老
人
福
祉
施
設
費

 

９
０
０
万
円

★
ぶ
ど
う
出
荷
施
設
交
付
金

７
，２
９
０
万
円

★
ぶ
ど
う
出
荷
施
設
負
担
金 

２
，７
９
０
万
円

★
道
路
新
設
改
良
費

 

△
１
億
３
，４
４
１
万
円

◎
特
別
会
計
補
正
予
算

【
柵
原
公
共
下
水
道
事
業
】

★
償
還
金

 

１
，９
９
０
万
円

【
柵
原
中
央
簡
易
水
道
事
業
】

★
簡
易
水
道
管
理
費

 

１
，９
０
０
万
円

　原田の総合運動公園周辺の活用策について
民間活力を導入した展開の実現性を調査する。
〔先導的官民連携支援費１,２００万円〕

　江与味地内集会所裏地で発生した林地土
砂災害を緊急に復旧させる。
〔林地災害防止費６００万円〕

　ＪＡつやまが建設する施設への国からの
補助金と町の負担金。
〔強い農業づくり交付金７,２９０万円（国）〕
〔農業振興施設費２,７９０万円（町）〕

　耐震強度不足が懸念される旭総合支所庁舎
の耐震診断調査を実施する。
〔旭総合支所管理費３６７万円〕

検討内容／事業計画に係る図表
完
成
予
想
図

運動公園周辺施設群

食堂・物産館など
にぎわい施設

運動公園・
野球場など
屋外施設

＋α（周辺エリア）
集客施設・
複合施設

児童公園などの
レクリエーション

施設

体育館、
武道場など
屋内施設

学
習

食

健
康
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水力発電の可能性を調査 高齢者の介護予防を充実

条
　
　
例

人
　
　
事

強い農業づくりへ交付金を決定
６月３日～１４日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など１７件の議案が上程されました。

職
員
の
失
職
の
例
外
を
定
め
る

　

地
方
公
務
員
法
の
規
定
を
運
用

す
る
。

福
祉
巡
回
バ
ス
大
垪
和
線
を

廃
止
す
る

　

大
垪
和
線
の
バ
ス
路
線
を
廃
止
し
、

黄
福
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
変
更
す
る
。

　長原ダムの放流水を利用した水力発電が可
能かどうかの調査のため概略設計を実施する。
〔水力発電導入推進費５００万円〕

　高齢者の介護予防で実施される「通いの場」
を充実させるため施設修繕などをする。
〔老人福祉施設費９００万円〕

6月議会
でこんなことが
決まりました

人
　
　
事

教
育
委
員
の
選
任
に
同
意

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
選
任
に
同
意

　

教
育
委
員
の
選
任
が
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
同
意
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
が
提
案

さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
選
任
が
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
同
意
し
た
。

美
咲
町
南　
　

西
村　

昌
計
氏

（
再
任
）

美
咲
町
原
田　

遠
藤　
　

透
氏

（
新
任
）

美
咲
町
安
井　

山
下　

善
教
氏

（
新
任
）

美
咲
町
錦
織　

三
舩
左
千
子
氏

（
新
任
）

美
咲
町
藤
田
上

寒
竹　

美
穂
氏

（
再
任
）

美
咲
町
原
田　

池
上　

成
子
氏

（
新
任
）

美
咲
町
安
井　

赤
堀　

幸
彦
氏

（
再
任
）

職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
き
及
び

効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

福
祉
巡
回
バ
ス
の
設
置
及
び
管
理

運
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
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総務常任委員会からの報告
総務常任委員会は、総務課、まちづくり課、情報交通課、税務課が所管する予算その他の案件について審議を
担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／形井　圓　委員／延原正憲、江原耕司、三船勝之、貝阿彌幸善の6人で審議し
ています。

農村型リゾート南和気荘を現地
視察した。

　南和気コミュニティ協議会が
町の補助金により体育館にステ
ージの新設を行う。
　有効利用を期待する。

委 員 会 の活動

【情報交通課】
大垪和線バスの廃止

【情報交通課】
津山・柵原線共同バス運行の増便

大垪和線診療所行きのバスを廃止するがその後
の対応は。
黄福タクシーでの対応を考えている。地元利用
者とも十分に協議をしていく。

民間路線バスの利用促進策を検討すべきでは。
通学者増に伴い通学時の第1便を2台に増便し
て対応する計画である。津山市との負担金の問
題もあるため今後、検討していきたい。

問 問

答
答

【総務課】
職員の分限に関する手続き

【まちづくり課】
町有土地の公売

職員の失職の例外を定める
改定であるがその判断はど
のように決めるのか。
職員分限懲戒等審査会で審
査を行う。

公売予定地はどこか。
柵原地域エイコンパークの
入口付近の遊休地を考えて
いる。

問 問

答

答

【税務課】
振替用紙の改定

収納率向上の方策は。
納税者の利便性を考え、コン
ビニなどで取り扱える用紙に
変更。（平成２９年度から）

問
答

藤田上地内
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民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民課、健康福祉課、こども課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課が所管する
予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／松島　啓　副委員長／金谷髙子　委員／林田　実、小林達夫、左居喜次の5人で審議しています。

補正予算で、雨漏り修繕を予定
しているエイコン図書館を視察
した。

　今回は屋根の一部の防水処
理と室内の天井部分の石こうボ
ード等の修繕を行う。

【住民課】
旧のごみ袋は

【健康福祉課】
介護保険事業

【福祉事務所】
民生・児童委員

【教育総務課】
防犯カメラ

【こども課】
配偶者暴力（ＤＶ）

【生涯学習課】
みさきっこ体育教室

旧のごみ袋は、６月末で使えなく
なるが、周知徹底できているか。
告知放送などで知らせている。
また、期限が過ぎても旧のご
み袋などは、１枚単位で新しい
ものと交換する。

介護保険事業は、第６期の初年
度が終わり２年目に入ったが、
状況は。
第５期に比べると、認定者が
100人ほど減っているが、施設
入所者は増えている。

民生・児童委員の担当区域の
区割りに基準はあるのか。
民生委員は市町村の場合、１人
の担当区域が６０から２００世帯
が望ましいとされている。

美咲中央小学校の防犯カメラ
を購入からリースにしている
が、他校の状況は。
中央中学校は、建設当時の備
え付けである。他の小中学校
は、全部リースだ。

配偶者暴力（ＤＶ）の町内の現
状は。
昨年度から現在まで５件が表
面化しており、関係課の連携、
研修会などで防止対策を行っ
ている。

みさきっこ体育教室の参加
者は。
募集５０人のところ、本年は
29人増えて79人となったの
で、補正予算で講師１人分増
員の予算をお願いした。

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

書副地内
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委 員 会 の活動

【産業建設観光課】
ぶどう集出荷施設新設

【産業建設観光課】
ため池ハザードマップ

【産業建設観光課】
予算繰越を減少させる工夫

【上下水道課】
空き家に対する水道の対応

【上下水道課】
水道管の本設と舗装工事

産業・建設常任委員会からの報告
産業・建設常任委員会は、上下水道課：産業建設観光課が所管する予算その他の案件について審議を担当して
います。	 	 	 	 	 	 	 	
委員長／下山和由　副委員長／岩野正則　委員／ 山　剛、松田英二、岡田　壽の5人で審議しています。

ＪＡつやまが建設する施設への負担金２,７９０万円
は美咲町の負担率が高過ぎないか。
昨年の出荷実績等に基づいて津山市・鏡野町・久
米南町・美咲町の４市町で４,２００万円を負担する
が、最終の負担率については現在調整中である。

地域ため池総合整備事業費で
計上している１３５万円は何の
予算か。
「ため池ハザードマップ」の委
託料が主なもの。関係する地
域へ配布する予定。

２７年度の予算が約２億円繰越された。
工事の早期発注をするなど予算繰越を減らす工夫
が必要だ。
測量設計や工事の発注時期などを見直し、年度内
完成に努めていく。

民家が空き家になった場合、水
道の配水は廃止しているのか。
廃止したら権利自体が消滅し
てしまうため休止の扱いにし
ている。休止ならいつでも再
開は可能である。

柵原中央簡易水道工事費１,９００
万円の詳細は。
久木地区の仮設水道管を本設
にし、合わせて舗装工事を実施
する。

問

問

問

問問

答

答

答

答答

ぶどう集出荷施設を視察した。

　JAつやまが新設する「ぶどう
集出荷施設」建設予定地を視察
した。
　農業者所得の向上に期待する。

打穴中地内
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ページ 議員名 質　　問　　内　　容

8 小林　達夫
１．過去の質問はどうなった
２．町のテントを「美咲の黄色」に変えて

PR

9 下山　和由

１．認知症支援チームの設置はできないか
２．林業大学校の設置に向け運動を
◇　職員減少で総合支所機能は低下しな

いのか

10
松田　英二 １．下水道処理場ゼロ計画への方向性は

岩野　正則 １．消滅自治体対策と今後の方向性は

ページ 議員名 質　　問　　内　　容

11 左居　喜次 １．子どもの貧困対策さらに充実を
２．「災害時業務継続計画」の策定は

12 山本　宏治 １．美咲町表彰条例の活用は
２．子どもたちの安全管理体制は

13 金谷　髙子 １．美咲町の取り組む教育方針は
２．介護予防「通

かよ

いの場」に専門職の採用を

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
に
は
、

2
問
ま
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
で
き
な
か
っ
た
質
問
は

◇
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　　問　　内　　容

14 山　　剛
１．空き家リフォームへの助成は
２．柵原共同調理場の改修を
◇　柵原地区の児童館移転の考えは

15 松島　　啓 １．サテライトオフィスの誘致を
２．ＩＣＴ活用で町の活性化を

16 形井　　圓
１．加美小学校にスクールバスを
２．農業振興の具体的方針を示せ
◇　地産地消の状況は

町
政
を
問
う



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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過去の質問はどうなった

町のテントを
「美咲の黄色」に変えてＰＲ

具体化に向けた活動を続ける

更新時に検討していきたい

問　
①
た
ま
ご
ま
つ
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で

全
国
か
ら
卵
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
を
募
集
し
て
優
秀
な

作
品
を
商
品
化
し
て
は
ど

う
か
。

　
②
国
道
53
号
沿
い
に
は

「
鶏
」
に
絡
む
店
が
多
い

た
め
沿
線
に
「
チ
キ
ン
ロ

ー
ド
」
な
ど
の
名
称
を
つ

け
て
、
各
市
町
と
取
り
組

み
、
Ｐ
Ｒ
や
活
性
化
に
繋

げ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
①
②
と
も
過
去
に
質
問

し
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

①
今
年
の
た
ま
ご

ま
つ
り
で
レ
シ
ピ
を
募
集

し
て
い
く
。

　

②「
チ
キ
ン
ロ
ー
ド
」は

53
号
沿
線
の
各
市
町
で
つ

く
る
「
国
道
53
号
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
委
員
会
」
で
提

案
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問　
久
米
南
町
と
だ
け

で
も
取
り
組
み
、
有

名
な
中
島
ブ
ロ
イ
ラ
ー
な

ど
に
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
置
い
て
Ｐ
Ｒ
し

て
み
て
は
ど
う
か
。

答
定
本
町
長

　

「
国
道
53
号
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
委
員
会
」
で

提
案
し
て
い
く
よ
う
に
考

え
て
い
た
が
、
久
米
南
町

と
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
考
え
た
い
。

問　
町
内
の
イ
ベ
ン
ト

で
使
用
す
る
テ
ン
ト

が
老
朽
化
し
て
お
り
、
色

に
つ
い
て
も
統
一
性
が

な
い
。

　
ま
た
、
総
合
運
動
公
園

で
は
旧
町
名
の
テ
ン
ト
も

あ
る
。
テ
ン
ト
の
部
分
だ

け
で
も
新
調
は
で
き
な
い

か
。

　
そ
の
際
、美
咲
町
の
色
・

黄
色
で
作
成
を
し
て
は
ど

う
か
。

　
他
の
市
町
村
に
は
な
い

色
の
テ
ン
ト
な
の
で
「
美

咲
町
＝
黄
色
、
黄
色
＝
美

咲
町
」
と
い
う
町
の
Ｐ
Ｒ

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。

答
鈴
鹿
生
涯
学
習
課
長

　

合
併
し
て
10
年
以

上
と
な
る
が
、
総
合
運
動

公
園
の
テ
ン
ト
に
は
美
咲

町
名
の
テ
ン
ト
は
な
く
新

し
く
更
新
も
し
て
い
な
い
。

　

骨
組
み
、
テ
ン
ト
部
分

が
傷
ん
で
い
る
も
の
も
あ

る
た
め
、
使
用
中
の
テ
ン

ト
の
状
態
を
確
認
し
て
財

政
当
局
と
も
協
議
を
行
い

年
次
的
な
更
新
な
ど
を
考

え
て
い
き
た
い
。

　

色
に
つ
い
て
も
業
者
へ

黄
色
い
テ
ン
ト
の
有
無
を

確
認
し
た
上
で
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

今
後
は
、
年
に
何

張
り
か
の
テ
ン
ト
を
更
新

し
、
黄
色
が
あ
れ
ば
極
力

替
え
て
い
き
た
い
。

小林達夫 議員

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

黄福色がイイネ

わたしたちの出番だネ！！



町政を問う
一般質問

質問

答弁
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議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

下山和由 議員

認知症支援チームの
設置はできないか

林
業
大
学
校
の
設
置
に
向
け
運
動
を

県
レ
ベ
ル
で
の
対
応
が
必
要

平成３０年度設置に向け　　
努力する

問　
認
知
症
の
人
を
早

期
に
見
つ
け
適
切
な

治
療
や
介
護
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
「
認
知
症

支
援
チ
ー
ム
」
の
設
置
が

各
自
治
体
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。

　
県
内
27
市
町
村
の
う
ち

未
設
置
が
美
咲
町
を
含
め

10
市
町
村
と
聞
く
。

　
国
の
推
計
で
は
平
成
24

年
度
ま
で
に
全
国
で
４
６

０
万
人
の
認
知
症
者
、
さ

ら
に
平
成
37
年
度
ま
で
に

は
７
０
０
万
人
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。

　
対
応
を
急
ぐ
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

答
村
島
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長

　

平
成
27
年
３
月
議
会
に

お
い
て
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正
の
中
の
附
則
に

お
い
て
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
明
確
に
設
置
す
る

議
決
を
得
て
い
る
。

　

昨
年
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
認
知

症
の
地
域
推
進
委
員
の
研

修
に
派
遣
し
て
認
知
症
施

策
を
進
め
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

認
知
症
の
症
状
の

チ
ェ
ッ
ク
、
認
知
症
の
人

の
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
が
必

要
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
認
知
症
に
対

し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　
国
内
で
は
森
林
の

荒
廃
、
農
林
業
の
活

性
化
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。

　
各
自
治
体
の
人
材
育

成
、
農
林
業
の
活
性
化
に

向
け
て
国
も
県
も
林
業
大

学
校
の
設
立
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
本
町
と
し
て
も
林
業
大

学
校
設
置
に
向
け
て
の
運

動
を
積
極
的
に
取
り
組
み

で
き
な
い
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

現
在
、
長
野
県
、

京
都
府
な
ど
12
の
林
業
大

学
校
が
あ
る
。

　

各
都
道
府
県
が
設
置
に

関
わ
っ
て
お
り
学
校
教
育

法
に
よ
る
専
修
大
学
校
あ

る
い
は
県
の
条
例
に
よ
る

大
学
校
、
ア
カ
デ
ミ
ー
養

成
機
関
と
い
っ
た
形
態
を

と
っ
て
い
る
。

　

兵
庫
県
、
大
分
県
、
徳

島
県
で
も
設
立
の
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

本
町
と
し
て
は
国
、
県

の
動
向
を
見
な
が
ら
各
種

政
策
へ
の
取
り
組
み
、
森

林
関
係
の
政
策
推
進
を
行

う
と
と
も
に
、
岡
山
県
、

森
林
組
合
と
も
連
携
し
て

林
業
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

県
レ
ベ
ル
で
の
設

立
に
向
け
、
今
ま
で
の
状

況
や
今
後
の
方
針
を
聞
い

て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
行

動
し
て
い
き
た
い
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

わが町にも大学校を
（京都府立林業大学校）

みんなで守ろう地域の絆



町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁
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議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

問　
柵
原
地
域
の
下
水

道
は
３
ヵ
所
の
処
理

場
で
汚
水
処
理
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
平
成
27
年
度

の
実
績
で
年
間
の
運
営
経

費
は
約
５
︐３
０
０
万
円
。

こ
の
管
理
費
は
年
々
増
加

し
、
い
ず
れ
は
町
民
の
利

用
料
金
に
直
結
し
て
く
る

こ
と
に
な
る
。

　
今
後
、
３
つ
の
処
理
場

を
１
ヵ
所
に
統
合
し
て
維

持
管
理
費
を
最
小
限
に
抑

え
る
方
向
性
は
考
え
て
い

る
の
か
。

答
国
宗
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

　

農
業
集
落
排
水
最
適
整

備
構
想
お
よ
び
公
共
下
水

道
全
体
計
画
の
中
で
、
飯

岡
処
理
場
と
柵
原
処
理
場

の
統
合
を
検
討
し
て
お

り
、
今
後
対
応
を
図
っ
て

い
く
。

問　
国
土
交
通
省
の
下

水
道
光
フ
ァ
イ
バ
ー

を
活
用
し
て
み
さ
き
ネ
ッ

ト
の
幹
線
網
を
保
護
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答
光
嶋
情
報
交
通
課
長

　

信
頼
性
の
高
い
や

り
方
だ
が
ク
リ
ア
す
べ
き

課
題
も
多
い
。
先
行
事
例

を
研
究
し
て
み
た
い
。

問　
将
来
的
な
構
想
と

し
て
美
作
市
や
赤
磐

市
と
の
広
域
で
汚
水
処
理

を
行
い
、
町
内
の
下
水
処

理
場
ゼ
ロ
計
画
を
目
指
す

考
え
は
。

答
定
本
町
長

　

こ
れ
か
ら
の
自
治

体
は
広
域
連
携
が
重
要
で

あ
る
。

　

周
辺
市
に
は
こ
ち
ら
か

ら
提
案
し
て
い
き
た
い
。

問　
消
滅
自
治
体
を
回

避
す
る
た
め
の
対
策

と
今
後
の
方
向
性
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

中
央
・
旭
地
域
へ

の
住
宅
団
地
整
備
を
進

め
、
空
き
家
、
空
き
店
舗

活
用
に
向
け
た
補
助
制
度

を
考
え
て
い
き
た
い
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

農
業
へ
の
取
り
組
み
方

と
し
て
▽
55
歳
以
下
が
対

象
の
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

事
業
▽
45
歳
未
満
が
対
象

の
青
年
就
農
給
付
金
事
業

▽
39
歳
以
下
が
対
象
の
就

業
奨
励
金
支
給
事
業
な
ど

を
奨
励
し
て
い
く
。

　

観
光
地
、
観
光
資
源
と

し
て
ま
き
ば
の
館
、
三
休

公
園
、
柵
原
ふ
れ
あ
い
鉱

山
公
園
、
大
垪
和
西
・
小

山
の
棚
田
、
た
ま
ご
か
け

ご
は
ん
な
ど
を
こ
れ
か
ら

も
積
極
的
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。

答
鈴
鹿
生
涯
学
習
課
長

　

町
内
の
重
要
文
化

財
や
史
跡
に
つ
い
て
は
平

成
25
年
度
に
文
化
財
マ
ッ

プ
を
作
製
し
て
、
町
内
の

公
共
施
設
、
観
光
地
、
駅

に
配
置
し
て
皆
さ
ん
に
見

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

問　
早
急
に
取
り
組
め

る
施
策
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

空
き
家
対
策
推
進

の
た
め
に
ス
タ
ッ
フ
を
２

人
体
制
に
し
、
空
き
家
と

定
住
に
補
助
金
制
度
を
新

設
し
た
。

住んでよかった美咲町へ
（うたのしも団地）

下水道処理場
ゼロ計画への方向性は

消滅自治体対策と
今後の方向性は

広域連携を提案していきたい

住宅政策などを
積極的に進めていく

松田英二 議員

岩野正則 議員

［美咲町下水道処理場］
〜処理場運営に係る年間維持管理費〜（平成２７年度）

飯岡処理場 １,５３２万円

吉岡処理場 ２,２８８万円

柵原処理場 １,４８１万円

合 　　  計 ５,３０１万円



町政を問う
一般質問

質問

答弁
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左居喜次 議員

子どもの貧困対策
さらに充実を

「
災
害
時
業
務
継
続
計
画
」の
策
定
は

県
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら

　
　
　
　
策
定
の
準
備
を
進
め
る

保育料の段階的引き下げを
検討をする

問　
子
ど
も
の
貧
困
に

つ
い
て
は
、
極
め
て

深
刻
な
状
態
に
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
の
要
因
に

も
な
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
や
家
庭
が
抱
え

る
困
難
を
取
り
除
く
の

が
、
政
治
の
責
任
と
考
え

る
。

　
貧
困
状
況
に
あ
る
子
ど

も
た
ち
や
家
庭
へ
の
対

応
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

取
り
組
み
た
い
施
策
が
あ

れ
ば
示
せ
。

答
柴
原
教
育
長

　

小
・
中
学
校
で
は

日
頃
か
ら
子
ど
も
た
ち
の

身
な
り
、
持
ち
物
、
入
金

状
況
の
様
子
に
気
を
配
っ

て
お
り
、
個
々
の
児
童
、

生
徒
の
課
題
把
握
に
努
め

て
い
る
。

　

経
済
状
況
が
苦
し
い
児

童
、
生
徒
に
つ
い
て
は
、

他
の
児
童
、
生
徒
と
同
じ

よ
う
な
教
育
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
教
材
、
教
具
の

貸
し
出
し
、
ま
た
教
職
員

間
で
情
報
を
共
有
し
、
課

題
解
決
に
向
け
て
組
織
的

に
取
り
組
む
よ
う
に
し
て

い
る
。

答
稲
谷
こ
ど
も
課
長

　

時
代
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
新
た
な
支
援
策
を

打
ち
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

我
々
も
貧
困
に
対

し
て
敏
感
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
保
育
料
を
段
階
的

に
下
げ
て
い
く
よ
う
、
今

年
度
い
っ
ぱ
い
を
か
け
て

検
討
す
る
。

問  

「
災
害
時
業
務
継

続
計
画
」
は
行
政
が

被
災
し
、
資
源
制
約
下
で

あ
っ
て
も
災
害
対
応
な
ど

の
業
務
を
適
切
に
行
う
た

め
の
も
の
で
あ
り
、
消
防

庁
か
ら
早
期
の
策
定
を
要

請
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
策
定
計
画
は
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

岡
山
県
国
土
強き

ょ
う
じ
ん靭

化か

計
画
で
は
平
成
32
年
ま

で
に
策
定
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

　

美
咲
町
と
し
て
も
、
県

の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
継

続
的
に
検
討
会
な
ど
を
開

催
し
、
策
定
の
準
備
を
進

め
る
。

問　
業
務
継
続
計
画
の

作
成
ガ
イ
ド
で
は
、

重
要
な
６
要
素
が
示
さ
れ

て
い
る
。

　
そ
の
中
の
一
つ
に
、「
電

気
、水
、食
料
等
の
確
保
」

と
あ
る
が
、
長
期
間
孤
立

の
可
能
性
も
あ
る
。

　
住
民
を
含
め
た
被
災
時

の
備
蓄
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
木
谷
総
務
課
長

　

現
状
の
被
災
者
に

対
す
る
備
蓄
に
つ
い
て

も
、
本
町
は
か
な
り
弱
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

大
地
震
な
ど
に
備
え
た

県
下
で
の
災
害
時
相
互
応

援
協
定
に
お
い
て
も
、
本

町
か
ら
ど
れ
だ
け
の
も
の

が
持
っ
て
い
け
る
か
考
え

る
と
、
こ
れ
か
ら
備
蓄
に

つ
い
て
も
、
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

業務継続が重要

愛する子どものために



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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山本宏治 議員

美咲町表彰条例の活用は

子どもたちの
安全管理体制は

文化面での表彰の判断基準を
検討する

情報を共有し安全確保に努める

問　
本
町
に
は
色
々
な

分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
人
が
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
全

国
大
会
な
ど
の
出
場
に
激

励
金
が
送
ら
れ
て
い
る

が
、
文
化
面
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
人
に
も
励
み
に
な

る
よ
う
に
表
彰
規
程
な
ど

を
活
用
で
き
な
い
か
。

答
鈴
鹿
生
涯
学
習
課
長

　
昨
年
の
ス
ポ
ー
ツ

激
励
金
は
２
団
体
と
個
人

20
人
へ
合
計
金
額
56
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
激
励

金
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

条
例
を
適
用
し
て
い
る
。

　

文
化
面
で
の
激
励
な
ど

は
事
務
取
扱
要
綱
が
あ
り
、

今
後
十
分
に
検
討
し
広
報

誌
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

き
た
い
。

答
柴
原
教
育
長

　
明
る
く
生
き
が
い

を
も
っ
て
生
活
を
す
る
た

め
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
の
振
興
に
力
を
入
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
文
化
面
で
の

報
奨
な
ど
は
判
断
基
準
が

難
し
く
現
在
の
と
こ
ろ
自

己
推
薦
・
他
者
推
薦
な
ど

に
頼
っ
て
い
る
状
況
の
た

め
文
化
面
で
の
励
み
に
な

る
よ
う
に
表
彰
の
あ
り
方

を
考
慮
し
た
い
。

答
定
本
町
長

　

以
前
か
ら
検
討
を

し
て
い
る
が
、
十
分
に
精

査
し
な
が
ら
取
り
組
み
た

い
。

問　
旭
地
域
の
放
課
後

子
ど
も
教
室
・
寺
子

屋
あ
さ
ひ
で
不
審
な
大
人

が
子
ど
も
た
ち
に
食
事
の

提
供
を
し
て
あ
げ
る
と
声

を
か
け
町
民
セ
ン
タ
ー
へ

誘
い
込
ん
だ
が
、
責
任
者

が
注
意
し
退
去
を
命
じ
た

事
案
が
発
生
し
た
。

　
こ
の
時
の
状
況
は
把
握

し
て
い
る
か
。

　
ま
た
警
察
、
ま
ち
づ
く

り
課
の
危
機
管
理
専
門

員
、
地
域
の
見
守
り
隊
と

連
絡
を
密
に
し
て
子
ど
も

た
ち
の
安
全
管
理
の
体
制

作
り
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答
難
波
旭
総
合
支
所
長

　

責
任
者
か
ら
の
連

絡
を
受
け
、
住
民
福
祉
課

内
で
協
議
を
行
い
十
分
に

把
握
し
て
他
の
施
設
も
併

せ
て
見
回
り
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
、
様

子
を
確
認
し
な
が
ら
今
後

も
事
案
に
応
じ
た
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

危
機
管
理
専
門
員

と
、
も
っ
と
連
携
が
と
れ

る
よ
う
に
、
お
互
い
情
報

提
供
を
し
て
い
き
た
い
。

答
柴
原
教
育
長

　

安
全
確
保
に
関
わ

る
対
応
の
見
直
し
を
行

い
、
よ
り
敏
速
に
確
実
に

実
行
で
き
る
よ
う
に
学

校
、
地
域
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
警

察
、
み
ま
わ
り
隊
な
ど
に

情
報
提
供
を
十
分
し
て
い

き
た
い
。

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

安全安心  地域を見守りた
・
い
・

活躍する人たちにもっと光を



町政を問う
一般質問

質問

答弁
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金谷髙子 議員

美咲町の取り組む
教育方針は

介
護
予
防「
通か

よ

い
の
場
」に

　
　
　
　
　
専
門
職
の
採
用
を

リ
ハ
ビ
リ
連
絡
協
議
会
の

　
　
　
　
　
　
事
業
を
利
用
す
る

人づくりを目指した施策を推進

問　
倉
敷
市
で
先
進
７

カ
国（
Ｇ
７
）教
育

大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。

　
世
界
の
子
ど
も
か
ら
困

難
を
取
り
除
く
手
段
と
し

て
あ
ら
た
め
て
教
育
に
光

を
当
て
教
育
の
力
を
各
国

が
再
確
認
し
た
。

　
教
育
大
臣
会
合
の
成
果

と
し
て
発
表
さ
れ
た
「
倉

敷
宣
言
」
を
本
町
の
教
育

に
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

　
ま
た
、
教
育
長
が
考
え

る
今
後
の
教
育
方
針
と
は
。

答
柴
原
教
育
長

　

教
育
改
革
を
推
進

し
て
い
く
決
意
が
倉
敷
宣

言
と
い
う
形
で
発
表
さ
れ

た
。

　

主
に
３
つ
の
こ
と
が
強

調
さ
れ
て
い
る
。

　

①
激
変
す
る
世
界
情
勢

の
中
で
ど
う
関
わ
る
か
。

　

②
社
会
か
ら
排
除
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
世
の
中
で

教
育
が
果
た
す
役
割
。

　

③
課
題
を
抱
え
る
国
同

士
が
互
い
に
教
育
改
革
を

進
め
て
い
く
必
要
性
。

　

本
町
と
し
て
は
健
康
で

活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会

の
形
成
に
つ
な
が
る
環
境

づ
く
り
、
学
び
、
つ
な
が

り
、
夢
を
育
む
美
咲
の
人

づ
く
り
の
基
本
目
標
を
目

指
し
て
教
育
施
策
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

問　
平
成
28
年
４
月
か

ら
「
通
い
の
場
」
が

３
地
域
で
始
ま
っ
た
。

　
八
神
・
塚
角
、錦
織
北
、

西
川
の
各
地
区
で
モ
デ
ル

事
業
を
開
始
し
た
。

　
津
山
市
は
作
業
療
法
士

の
職
員
が
介
護
予
防
と
し

て
「
通
い
の
場
」
で
成
果

を
出
し
て
い
る
。

　
本
町
も
本
気
で
介
護
予

防
を
進
め
て
い
く
の
で
あ

れ
ば
専
門
職
が
必
要
と
思

う
が
考
え
は
。

　
併
せ
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
育
成
は
。

答
村
島
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長

　

岡
山
県
が
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
専
門
職
３
団

体
の
連
絡
協
議
会
に
次
の

こ
と
を
委
託
し
て
い
る
。

　

①
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
。

　

②
市
町
村
に
参
加
、
協

力
す
る
リ
ハ
ビ
リ
職
の
研

修
。

　

③
市
町
村
事
業
に
対
す

る
リ
ハ
ビ
リ
職
の
広
域
派

遣
調
整
。

　

本
町
も
昨
年
か
ら
こ
の

事
業
を
利
用
し
て
い
る
。

　

今
後
「
通
い
の
場
」
で

も
指
導
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
秋
ぐ

ら
い
ま
で
に
具
体
的
な
計

画
を
立
て
、
今
後
何
人
必

要
か
分
析
を
し
て
い
る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

今日も元気に「おはようございます」
（柵原中学生）

健康寿命を延ばしましょう



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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空き家リフォームへの
助成は

柵原共同調理場の改修を

助成の対象者について検討中

必要な修繕を随時実施していく

問　
移
住
者
が
古
い
空

き
家
へ
移
住
し
た
場

合
、
改
修
・
リ
フ
ォ
ー
ム

代
金
へ
の
助
成
金
の
考
え

は
あ
る
の
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

他
の
市
町
村
に
お

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
行
っ
て
い
る
の
で
本

町
で
も
検
討
を
し
て
い
る
。

　

空
き
家
へ
の
移
住
者
に

対
し
て
だ
け
な
の
か
、
Ｕ

タ
ー
ン
の
人
に
対
し
て
も

助
成
の
措
置
が
必
要
な
の

か
現
在
検
討
中
。

　

で
き
る
限
り
移
住
、
定

住
が
し
や
す
い
よ
う
な
施

策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
岡
山
県
の
地
下
断

層
地
図
が
新
聞
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
利

用
し
て
、
都
会
で
の
移
住

希
望
者
説
明
会
で
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

岡
山
県
は
気
候
が

温
暖
で
加
え
て
災
害
が
少

な
い
。

　

ま
た
、
交
通
の
要よ

う
し
ょ
う衝
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
全
国

で
も
上
位
の
人
気
を
誇
っ

て
い
る
。

　

岡
山
県
自
体
が
安
全
、

災
害
に
強
い
と
い
う
状
況

の
話
を
し
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

考
え
方
を
柔
軟
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン

の
人
も
含
め
て
検
討
し
た

い
。

問　
①
柵
原
学
校
給
食

共
同
調
理
場
の
今
後

の
改
修
な
ど
の
予
定
は
。

　
②
入
口
ド
ア
の
隙
間
の

改
修
は
。

　
③
材
料
の
検
収
場
所
は

必
要
で
は
な
い
の
か
。

　
④
調
理
場
床
の
改
善
は
。

　
⑤
天
井
の
雨
漏
り
改
修

は
。答

石
戸
教
育
総
務
課
長

　

①
本
年
度
は
汚
染

や
感
染
を
防
止
す
る
た

め
、
夏
休
み
に
調
理
員
が

使
用
す
る
和
式
ト
イ
レ
を

洋
式
ト
イ
レ
に
改
修
す
る

予
定
。

　

施
設
の
大
規
模
な
改
修

に
つ
い
て
は
、
柵
原
地
域

学
校
建
設
検
討
委
員
会
の

中
で
施
設
の
運
営
方
向
が

決
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
調

理
場
の
話
も
出
て
く
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

②
一
回
修
繕
を
行
っ
て

い
る
が
完
全
な
修
繕
に
な

っ
て
い
な
い
の
が
今
の
現

状
で
あ
る
。

　

③
栄
養
士
も
含
め
て
話

し
合
い
を
し
た
が
、
優
先

順
位
と
し
て
他
の
修
繕
を

先
に
や
っ
て
い
く
の
で
今

の
と
こ
ろ
予
定
は
し
て
い

な
い
。

　

④
業
者
に
対
し
て
最
低

限
必
要
な
部
分
の
見
積
り

を
依
頼
し
て
い
る
。

　

⑤
こ
れ
ま
で
に
何
回
も

修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

　

当
面
は
必
要
な
修
繕
を

随
時
対
応
し
て
い
く
こ
と

で
了
承
願
い
た
い
。

山　剛 議員

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

改修の助成金は？

待たれる改善策（柵原共同調理場）



町政を問う
一般質問

質問

答弁
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松島　啓 議員

サテライトオフィスの
誘致を

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
町
の
活
性
化
を

授
業
で
の
有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
る

平成３１年度までに
１０件誘致したい

問　
み
さ
き
ネ
ッ
ト
の

利
用
開
始
か
ら
10
年

目
を
迎
え
、
機
器
の
更
新

に
多
額
の
経
費
が
必
要
で

あ
る
。

　
今
後
の
施
設
運
営
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
方
向
性
を
検

討
す
る
の
か
。

　
徳
島
県
で
は
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
を
活
用
し
、
空

き
家
や
遊
休
施
設
に
、
Ｉ

Ｔ
起
業
な
ど
を
誘
致
す
る

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
地
域
再
生
の
新
た
な

戦
略
と
し
て
展
開
を
し
て

い
る
。

　
特
に
徳
島
県
神
山
町
で

の
取
り
組
み
は
、
全
国
的

に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
県
の
誘
致
事
業
補
助
金

制
度
に
町
と
し
て
、
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
光
嶋
情
報
交
通
課
長

　

み
さ
き
ネ
ッ
ト
の

今
後
は
、
大
手
の
通
信
会

社
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
会

社
と
協
議
を
進
め
な
が

ら
、
先
を
見
据
え
て
考
え

た
い
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

総
合
戦
略
の
中
で
、

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

平
成
31
年
度
中
に
10
件
誘

致
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

県
の
オ
フ
ィ
ス
誘
致
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
情
報
共
有

を
し
て
達
成
し
た
い
。

問　
み
さ
き
ネ
ッ
ト
の

運
営
を
、
近
隣
自
治

体
と
の
広
域
連
携
で
行
え

な
い
か
。

　
ま
た
、
専
門
職
の
登
用

を
考
え
て
は
。

答
定
本
町
長

　

広
域
連
携
は
、
機

種
の
違
い
で
現
在
は
難
し

い
。

　

専
門
職
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
な
ど
の
登
用
も

考
え
ら
れ
る
。

問　
総
務
省
は
、『
Ｉ
Ｃ

Ｔ
街
づ
く
り
推
進
事

業
』
と
し
て
、
地
域
の
提

案
に
よ
る
モ
デ
ル
事
業
を

構
築
し
、
全
国
に
広
げ
て

い
る
。

　
本
町
は
農
業
、
林
業
、

医
療
な
ど
の
分
野
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を

活
用
し
た
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
か
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

林
業
分
野
で
森
林
組
合

と
と
も
に
総
務
省
の
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
い
る
。

答
桑
元
健
康
福
祉
課
長

　

医
療
分
野
で
は
、

県
が
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

本
町
も
、
県
北
を
中
心

に
し
た
医
療
連
携
に
、
活

用
が
考
え
ら
れ
る
。

問　
学
校
教
育
に
お
い

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
。

　
ま
た
、
教
職
員
の
校
務

支
援
ソ
フ
ト
は
取
り
入
れ

ら
れ
な
い
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

学
校
の
要
望
に
応

じ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
を
し
て
い
る
。

　

本
年
５
月
に
は
、
学
校

情
報
化
担
当
者
会
議
を
立

ち
上
げ
、
授
業
で
有
効
活

用
を
す
る
機
器
構
成
の
検

討
を
始
め
た
。

　

校
務
支
援
ソ
フ
ト
は
、

出
席
簿
、
通
知
表
な
ど
に

便
利
で
あ
る
。
必
要
に
な

れ
ば
検
討
し
た
い
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

新しい時代をみつめて

専門職での運営は



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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加美小学校に
スクールバスを

農業振興の
具体的方針を示せ

地元からの要望は聞いていない

各種交付金への加入を推進する

問　
美
咲
町
内
に
は
８

校
の
小
中
学
校
が
あ

る
が
、
加
美
小
学
校
だ
け

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
さ

れ
て
い
な
い
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
も
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
新
規
運
行
を
強
く
求
め

て
い
る
地
域
の
要
望
を
叶

え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
大
垪
和
・
和
田

北
地
区
に
お
い
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
路
線
が
延
長
さ

れ
た
が
、
途
中
の
県
道
に

危
険
な
箇
所
が
あ
る
。
県

へ
の
要
望
状
況
は
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

指
摘
さ
れ
て
い
る
箇
所

は
、
改
良
に
伴
う
用
地
も

地
権
者
の
協
力
を
頂
き
次

期
事
業
で
順
次
対
応
し
て

い
く
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
状
況
は
、
美
咲
中
央

小
学
校
が
66
人
、
旭
小
学

校
が
68
人
、
柵
原
西
小
学

校
が
１
３
３
人
、
柵
原
東

小
学
校
が
53
人
の
利
用
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
学
校
は
統
合

を
機
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
が
始
ま
っ
た
。

　

加
美
小
学
校
は
開
校
以

来
、
徒
歩
通
学
を
続
け
て

お
り
、
地
元
の
要
望
は
聞

い
て
い
な
い
。

答
定
本
町
長

　

中
央
町
時
代
に
も

加
美
小
学
校
か
ら
の
要
望

が
出
て
い
な
か
っ
た
。
今

後
検
証
し
て
い
き
た
い
。

問　
美
咲
町
の
農
業
を

今
後
ど
の
よ
う
に
守

っ
て
い
く
の
か
。

　
①
農
地
中
間
管
理
事
業

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る

と
農
地
の
貸
し
借
り
は
間

単
に
で
き
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
活
用
は
で
き
て
い

る
の
か
。

　
②
高
齢
化
・
過
疎
化
が

進
む
中
で
農
地
を
ど
の
よ

う
に
守
っ
て
い
く
の
か
具

体
的
な
方
針
を
示
せ
。

　
③
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
農
業
公
社
拡
大
な

ど
の
積
極
的
な
活
用
が
で

き
な
い
か
。

答
矢
木
産
業
建
設
観
光

課
長

　

①
農
地
中
間
管
理
事
業
、

多
面
的
機
能
支
払
制
度
な

ど
に
つ
い
て
は
、
代
表
者

会
議
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
説
明
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
加
入

推
進
を
し
て
農
地
を
保
全

し
て
い
き
た
い
。

　

②
地
域
の
担
い
手
育
成
、

集
落
営
農
組
織
の
立
ち
上

げ
な
ど
で
各
種
交
付
金
制

度
へ
の
加
入
を
推
進
し
農

地
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

　

③
農
地
は
個
人
の
も
の

で
あ
る
た
め
、
中
山
間
地

域
直
接
支
払
制
度
な
ど
へ

加
入
の
場
合
は
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
作
業

依
頼
が
で
き
る
。

　

農
業
公
社
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
動
け
る
体
制
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
。

形井　圓 議員

もっと農地を活用しよう

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

スクールバスがあったらな
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有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

質問　子ども議会の開催
　美咲町の将来を背負っていく子どもたちの意見を聞く子ども議会の開催を。

質問　新城口踏切拡幅の進展は
　これまでＪＲ津山線新城口踏切の拡幅についてＪＲ西日本や県に要望を続けているが進展はあ
ったのか。

質問　黄福タクシー
　地理的条件や高齢化などで買い物、通院に困っている人への移動手段の整備が必要ではないか。

その後　
　合併10周年記念事業で平成27年12月
に子ども議会を開催した。
　各中学校から16名の議員が選出され
活発な質問が行われた。

その後　
　平成27年度から踏切工事が始まり平成28年7
月7日に開通した。
　片側交互通行の状態が解消され、安全に通行
できるようになった。

その後　
　町内なら片道1,000円までの負担で利用が
できる「黄福タクシー」が平成25年10月から
旭地域で試行、平成26年4月からは全町で利
用できるようになった。

答弁　
　今から子ども議会のような場を設定す
ることは大変有意義である。
　前向きに考えていきたい。

答弁　
　県からはＪＲと協議しながら事業を進めたい
との回答をもらった。

答弁　
　行政が無料でバスを運行すると民間業者の
圧迫につながる。
　タクシーを乗り合いで利用する移動手段も
視野に入れ、検討する。

一般質問  追跡調査その1
どうな

った？
？

　　　
 あの

質問

議員から町執行部への一般質問で町の何が変わったのか。
25年度の質問からの追跡調査を報告します。
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天の橋立から棚田の町へ 吉野ヶ里遺跡から月の輪古墳へ JR室蘭本線からJR津山線へ

◆全国コンクール８位の実績（大月町）
　議会広報編集特別委員会は、広報編集の研修を行うため7月12日に高知県大月町議会を視察した。
　大月町は、高知県の西端に位置し、人口5,400人、年間予算46億円の町で主な産業は農業と漁業である。
　大月町議会だよりは、平成27年度全国町村議会広報コンクールにおいて、250を超える議会広報の
中から第8位となる優良賞に入選した実績を誇る。

◆編集ソフトとプロジェクターの活用
　大月町議会だよりは、編集ソフトを用いて大まかな誌面を作成し、それをプロジェクターに投影
して、委員全員で画面を見ながら議論を重ね、最終的な誌面に仕上げていくという編集態勢を整え
ている。
　専門機器を導入した会議を実行することで、時
間の短縮も含めた編集作業がよりスムースに行え
る利点は大いに参考となった。

◆視察を終えて
　大月町議会だよりは、読者の興味を引き付ける
写真、住民参加のページ、大胆とも言える活字の
活用など誌面の企画力が高い評価を受けたものだ
が、全国レベルで評価を受けた議会だよりは、各
議員のレベルが高く、議会全体の強い熱意が感じ
られ学ぶべきところが多い研修となった。

　５月19日　京都府宮津市議
会情報化委員会から８人が来
町。

　美咲町議会だより「みさき」の編集方法を研修するため、全国各地の議会から視察団が相次いで
来町されました。

議会広報視察研修の報告

　７月22日　佐賀県神埼市議
会広報編集特別委員会から８
人が来町。

　７月25日　北海道伊達市議
会広報常任委員会から９人が
来町。

～北は北海道・南は九州 全国の議会視察が美咲町へ～

目指せ! 全国コンクール上位入賞
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職場体験学習で『
美咲町議会』へ行ってきました！！

〜みんなで考えよう美咲町の未来〜
日　　時 場　　所

平成28年
 8月23日（火）

昼の部 午後1時30分～３時３０分
〈中央会場〉
⃝美咲町林業センター

夜の部 午後7時～9時

平成28年
 8月24日（水）

昼の部 午後1時30分～３時30分
〈旭会場〉
⃝旭町民センター

夜の部 午後7時～9時

平成28年
 8月25日（木）

昼の部 午後1時30分～３時30分
〈柵原会場〉
⃝柵原総合文化センター

夜の部 午後7時～9時

※３日間、各地域の会場で開催します。
　どなたでも、ご都合の良い会場へお誘い合わせの上お気軽にご参加ください。

《
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
》

美
咲
町
議
会
報
告
会
お
よ
び

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

職場体験学習で『
美咲町議会』へ行ってきました！！

　とても難しい話でした。でも、美咲町
をよりよい町にするために議員の人や
役場の人が真剣に意見を述べていまし
た。もっと、たくさんの人が、この議会
を見て自分たちが今できることを考え
てほしいです。

植木　実果子

中央中学校の2年生3人が、職場体験学習の中で
6月7日に議会委員会に出席しました。初めての体験の感想文です。

　話を聞いていても自分には少し難し
く分からないことだらけでした。でも、
皆さんは当たり前のように話し合って
いたのですごいなと思いました。町など
のお金で話し合ったりするのも、とても
大変そうだなと思いました。

村上　翼

　正直に言ってまったく理解できな
かったです。ただ、少し考えてみると
議員の人たちは真剣に町のことを考
えて議会を行っていると、はっきり分
かりました。

芦谷　透和

第5回
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選
挙
権
年
齢

が
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
、

初
め
て
行
わ
れ
た
国
政
選

挙
、
皆
さ
ん
納
得
の
い
く
結

果
と
なった
で
し
ょ
う
か
。

　

初
め
て
投
票
さ
れ
た
人

も
、
今
回
の
結
果
に
か
か
わ

ら
ず
、自
ら
の
意
志
を
持
ち
、

今
後
も
選
挙
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
梅
雨
が
明
け
、
中

国
地
区
で
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

ま
た
高
校
野
球
フ
ァ
ン
に
は

た
ま
ら
な
い
夏
の
甲
子
園
、

そ
し
て
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピッ
ク

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

自
ら
の
肉
体
の
限
界
と
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
記
録
に
挑

戦
す
る
彼
ら
に
感
動
し
、

声
援
を
送
る
毎
日
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
も
、
ス
ポ
ー

ツ
同
様
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
感
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
編
集
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
い
ろ
い
ろ
と

ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。　

　
　
（
左
居
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
金
谷
　
髙
子

副
委
員
長
　
左
居
　
喜
次

山
　
　
剛

延
原
　
正
憲

松
田
　
英
二

江
原
　
耕
司

町民の皆さんこんにちは
サークル紹介
第25回

 笑顔
でハワイ

アン

フ
ラ
・
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
　

　サークル結成5年目を迎えます。
●いつ頃から活動していますか●

　華やかな衣装をつけるともう「フラ」の世
界です。リズムに合わせて、うまく踊れたと
きは最高、そして観客の笑顔と拍手にふれた
ときは幸せいっぱいです。2週に１度の仲間
との出会いとにぎやかにおしゃべりをするこ
とも生きがいです。

●楽しいことは何ですか●

　月2回、第１・３火曜日の午前中、飯岡老人
憩いの家（飯岡小学校跡）で練習をしていま
す。老人施設や、地域のお祭りなど気軽に声
を掛けてもらえば、踊りに行っています。

●どんな活動をしていますか●

　お声かけがあれば、いつでも笑顔いっぱい
踊ります。健康で若々しく長く続けることを
モットーに上達目指して頑張ります。

●これからの活動は●

　現在20人、入会金、月謝は無料で誰でもど
この地域の人でも参加自由です。メンバーの中
で「フラ」の経験のある人が指導をしてくれます。

●メンバー構成は●

　私たちはフラダンスで笑顔を届けています。
　議会の皆さまも自覚と品格をもって議会
運営をお願いします。

●議会に一言お願いします●
　地域のサロン活動（いきいきサロン）を楽しく、元気
のあるものにするにはと悩んでいたときに会った「な
のはなファミリー」の若い女性の踊りと笑顔に魅せら
れて、すぐにボランティア仲間に呼びかけました。

●活動を始めたきっかけは●

いつまでも地域を明るくする
活動を続けてください。


